










































































表１ H自己評価尺度の記述統計量と t検定の結果 
  N 平均 標準偏差 t検定 
リーダーシップ 
事前 41 12.47  2.48  
＜.01 
事後 52 13.79  2.71  
 
図 1 リーダーシップ自己評定値 
Ⅳ. 考察 
 質問紙調査の結果より、スタッフ研修から、実際
の準備過程、当日のプログラム進行などを通して、
在学生スタッフのリーダーシップ能力が向上してい
たと言える。これは、在学生スタッフが主体的に準
備から実施までを行い、キャンプ当日は新入生の班
リーダーとして一日を過ごす中で、醸成されたもの
と考えられる。 
Ⅴ. 結論 
 小集団の活動による協働活動を促進する役割を担
うリーダーのリーダーシップ能力の向上が明らかと
なった。これにより新入生が自分の力以上の何かを
生み出すことができるリーダーに惹かれ、次年度に
も循環していくと考える。 
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